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はじめに

　山口県では、多くの小・中学校で「板書型指導案」と呼ばれる指導案形式を使って、校内研修が進められ

ている。山口県教育委員会では、平成23年度頃から「板書型指導案」の活用を推奨しており、各種研修会や

校内研修で取り入れられている。山口県教育委員会は、板書型指導案導入にあたって、「特別な授業だけで

はなく、板書型指導案を日常的に作成し、毎日の授業を計画的に実施することが大切」とし、「板書を計画

することで、めあてや予想される児童生徒の反応、まとめなどを整理し、授業の流れをイメージすることが

できる」１）としている。

　板書型指導案に関する全国的な状況については、教育委員会や教育研究会等による組織的な取組はほとん

ど見られないのが現状である。数少ない組織的な取組例としては、北海道社会科教育連盟において、平成20

年度から、社会科授業をよりわかりやすく実践できるよう、板書構成を中心とした実践書を作成しており、

現在vol.１～９が公刊されている２）。また、沖縄県教育委員会那覇教育事務所のWebページには、指導案様

式が示されており、小学校算数、中学校数学の記入例が掲載されている３）。

　このほか、若干の書籍公刊等の事例はあるものの、都道府県教育委員会単位で、小・中学校の校種、教科、

領域を越えて、広範に活用されている例は、山口県以外には見られない。

　筆者は、山口県教育庁義務教育課に勤務し、この指導案形式を活用した授業改善に取り組んできた。また、

山口大学教育学部に勤務してからは、教育実習部として「教育実習の手引き」の作成や、これを活用した学

生指導も進めてきた。こうした経験の中で、板書型指導案が導入された目的とその特徴、学校での活用の実

際について、整理し考察する必要を感じてきた。

　本稿では、板書型指導案について、①特徴、②誕生の経緯、③実際の作成事例、④学校現場の状況、の４

点から考察する。こうした考察を通して、「板書型指導案」のもつ特質を明らかにしていきたい。

１．板書型指導案の特徴

　板書型指導案とは、「主眼（ねらい）」「板書計画」「発問」を、Ａ４用紙１枚に簡潔にまとめたもので

ある。板書型指導案の特徴を以下に述べる。

１－１　板書型指導案の構成

　板書型指導案に記述される内容は、図１のように、

以下の３つの部分で構成される。

（１）主眼（ねらい）

　主眼は、「〇〇に着目し、〇〇する活動を通し

て、〇〇が理解（説明）できる。」といった文体 図１　板書型指導案の基本構成
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を基本形とし、「教材」「学習活動」「学力」の３つの要素を明確にして、学習の方向性が端的に分か

るように記述されている。

（２）板書計画

　　　板書計画には、以下の内容が記述されている。

　　①題材名や「授業のめあて」

　　②資料や問題の提示場所や、その資料に対して予想される児童生徒の意見

　　③児童生徒の思考を促すための発問や、順序や因果関係を表わすための矢印や色囲み

　　④授業の「まとめ」となるキーワードや命題

（３）発問を中心とした授業の流れや留意点

　授業の流れに沿って、児童生徒に学習活動を促す発問や、資料を活用して思考を深める発問などが、

吹き出しの枠内に記述されている。

１－２　板書型指導案の特徴

　板書を中心として作成される板書型指導案の特徴は、以下の３点に整理できる。

（１）授業イメージの可視化

　板書計画を中心に授業案を作成することで、授業づくりに必要とされる「教材の分析」「指導の計画」

「適切な発問や指示」「学習のまとめ」などについて、授業全体のイメージを可視化し、一目で明確に示す

ことができる。

（２）学習内容の整理

　１時間で板書できる文字数は限られており、学習内容を絞り込んで構造的に整理することで、児童生徒に

よる学習活動の時間を確保し、主体的な学びを保障することができる。

（３）授業記録としての活用

　板書型指導案と実際の板書を比較し、事前に予想した児童生徒の反応と、実際の発言や活動の違いなどを

振り返ることで、授業改善を進めることができる。また、板書計画に修正点を書き込んでいくことで、次時

や次年度の授業に生かすことができる。

２．板書型指導案の誕生の背景

　板書型指導案を最初に提案したのは、平成22年、山口県下関市立名池小学校に、学力向上推進教員として

勤務していた板倉　豊氏（現山口県山口市立大歳小学校校長　平成28年現在）である。筆者は、板倉氏から

板書型指導案を提案した背景について聴き取りを行った。聴き取りは、平成28年６月27日に、板倉氏の現在

の勤務校である山口市立大歳小学校校長室において、山口大学教育学部学生、教職大学院生ら計４人と共に

実施した。以下に、その概要を示し、考察を加えたい。

２－１　学力向上推進教員としての取組

　板倉氏は、平成22年、下関市立名池小学校に学力向上推進教員として勤務した。

　学力向上推進教員とは、山口県内の各市町の小・中学校に数名ずつ配置され、市町教育委員会と連携して、

地域内の４校程度を兼務しながら継続的に訪問し、少人数教育指導の形態を取って授業を提供したり、授業

改善への指導助言を専門的に行ったりする教員である。この制度は、平成21年度に山口県内合わせて２名か

らスタートし、翌22年度には７名に拡充された。このうちの１人が板倉氏である。

　板倉氏は、名池小学校を中心として、他に３小学校を兼務し、Ｔ１として授業を展開したり、Ｔ２として

学級担任と共に授業を実施したりして、児童の指導を行うとともに、放課後にはミニ研修を行い授業改善に

ついてアドバイスするなどの取組を継続的に行った。

　こうした取組を進める中で、自らＴ１として授業を提供する場合も、また、Ｔ２として学級担任とティー

ム・ティーチングを実施する場合も、簡便で、なおかつ視覚的な指導案形式が必要であるという思いに迫ら

れたという。特に兼務校においては、短い打合せ時間ののち授業を実施するため、双方の教員の負担をでき

るだけ少なくし、かつ授業の流れが一目で確認できる指導案形式が求められた。そこで考案されたのが、板

書計画を中心とし、ワンペーパーで授業全体の流れが把握できる板書型指導案である。



−13−

　板倉氏は、「授業改善に熱心な教員ほど、授業前に発問や板書計画を何度も考え、ノートにメモして授業

に臨んでいる。授業展開の構想を練り上げたり、教師の指示や発問を書きとめたりしているネタ帳のような

ノートを作っている意欲的な教師は多い。メモ書きのままになっている重要な授業のアイデアを１枚の指導

案の形にまとめて、教員間で共有できれば、日々の授業改善が一層進むのではないかと考えた。」と当時を

振り返っている。

２－２　板書型指導案作成上の留意点とその特質

　板倉氏は、板書型指導案導入の目的を、教員の研修意欲や資質向上にあると述べている。特別な日や１回

だけの公開授業のための授業研究ではなく、毎日の授業を改善することで、実際に目の前の児童生徒に力が

付くことが、教員の研修への意欲を引き出し、授業力を向上させるという。そのために、板書によって授業

を「見える化」し、イメージできるようにしたものが、板書型指導案である。

　板倉氏が特に主張しているのは、「板書計画は手書きが基本」という点である。板書型指導案の根幹であ

る板書部分は、「ラフ・スケッチや絵コンテと同様に、柔軟性が必要である」との思いが強い。図やイメー

ジ、算数における分数などを描く際、発想に従ってイメージ図に自由に加筆しながら、しかもパソコン操作

に手間取ることなくスムーズに書き込めることが必要であり、そのためには、板書部分を手書きにすること

は、大切な要素だ、という。場合によっては、実際に黒板に板書したものをデジタルカメラで撮影し、指導

案に貼り付けたものもあるという。

　「板書部分は手書きが基本」という点にこだわる板倉氏の主張からは、板書型指導案の特質として柔軟性

や可塑性があることが分かる。

２－３　板書型指導案に連動する取組

　板倉氏は、板書型指導案と連動すべき重要な取組として、「授業中にノート指導をすること」と「授業後

に板書写真をとり、ミニ研修をすること」の２点を指摘する。

　「授業中のノート指導」については、子どもが自分の考えを「キーワード、図、式」でノートに表現して

いる箇所を捉えて、価値付けることが大切であるとし、子どものノートに書き込み評価をしたり付箋を添付

したりして、具体的によい点を記入してほめる指導を行ってきた、としている。こうした指摘は、教員が伝

えようとした学習内容を、子どもたちがどこまで理解したのかについて、子どものノートから発見できる、

ということを意味している。

　また、「授業後の板書写真」については、授業前の計画と実際の板書の記録写真を比較することで、教員

と子どもの考えのずれが見つかるなど、授業改善のポイントが明確になる。その過程を、授業者本人はもと

より、その他の教員とも共有し、修正に至った状況や原因を検討できる、という。

　板書型指導案では、板書計画と、実際の板書記録の比較による事後検討が可能であり、さらに児童生徒の

ノート記述の分析による学力定着の確認ができる点が、大きな特質と言える。

３．板書型指導案の事例

　次に、板書型指導案の事例として、筆者が作成した中学校社会科学習指導案を掲載する（図２）。中学校

１年の社会科地理的分野で、中華人民共和国（以下、中国）を対象とした地域調査を教材として取り上げてい

る。主眼を、「中国料理の地域区分に着目し、各地域の自然条件と社会条件を分析する活動を通して、中国の

地域的特色を理解することができる」とし、中国料理に着目し地域区分をする学習活動を中心においている。

　本事例を通して、筆者が、どのような手順で板書型指導案を作成したのかを述べたい。

(１)板書計画の作成

　まず、最初に板書計画を作成する。作成に当たっては、中心となる教材に着目し、生徒の興味が高まるよ

う、板書全体の配置を検討する。今回は、主な学習活動として「中国を地域区分する」という活動を設定し

たため、黒板中央に中国全体図を配置し、その周りに、教員からの発問や生徒の回答を記載する構成とした。

　次に、本時のねらいを記載する。本時は、生徒が好きな中国料理をあげたのち、それらを中国料理店が一

般に用いている四大料理の区分に分類し、「中国料理の地域による違いを調べよう」をねらいとした。

　以下、発問に沿って、生徒が回答するであろう内容や、地図を調べて発表するであろう事項を整理して記
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載している。

　最後に、まとめについては、中国を南北と海岸部・内陸部に区分する際、必要となる社会的条件を示し、

それぞれ簡潔にまとめている。

(２)発問の記載

　発問は板書上に記載したほか、言葉の吟味や順序、時間配分を検討するために、発問欄にも確認のため記

述している。続いて、この発問後に行われる生徒の学習活動を記述する。いったん学習活動が開始されたら、

できるだけ生徒の自主的な活動の時間を確保するため、指示的な発言は最小限にとどめたい。このため、生

徒の活動開始までに確認しておきたい補助的な指示事項を記載している。

(３)主眼、指導上の留意点、評価の記載

　主眼は、教材に関して「〇〇に着目し」、学習活動に関して「〇〇する活動を通して」、学力に関して

「〇〇が理解できる。」という一文で記述する。

　指導上の留意点は、導入、展開、終末の各段階を追って、特に強調したい工夫点や押さえたい内容を記述

している。

　評価は、学習指導要領に基づき、求められている学力が概ね達成できた様子を記載している。

(４)指導案検討

　指導案検討に際しては、発問欄の授業冒頭の生徒への投げかけから順に確認する。提示する教材や話題、

最初の発問が、生徒の学習意欲を高め、本時のねらいに連結しているかを検討する。また、本時のねらいが、

生徒の「知りたい、学びたい、やってみたい」という意欲に合致しているかを吟味する。

　次に、教員の発問と、それに対応する生徒の反応が、発問欄と板書欄に具体的に記載できているかを確認

する。さらに教員からの投げかけと、予想される生徒の反応の整合性や、回答の類型化を検討する。

　授業後半の山場では、これまで気付かなかった新たな見方・考え方に気付いたり、一般化された概念に導

いたりする発問があるかどうかを確認する。また、発問への応答が板書上に整理されているかを確認する。

　最後に、生徒が授業を振り返ってまとめる際の短文の書き出しを記載したり、キーセンテンスを確認した

りするなどして、学習課題に対応し終末段階で生徒に付けたい学力の姿をイメージできるようにする。

中学１年社会科学習指導案「世界のさまざまな地域の調査～中国を例に～」　平成２８年２月２２日（月）

指導者　前原隆志

１　主　眼　

　中国料理の地域区分に着目し、

各地域の自然条件と社会条件を分

析する活動を通して、中国の地域

的特色を理解することができる。

２　指導上の留意点

①生徒の好きな中国料理を挙げ、合わ

せ調味料のパッケージを示して、四

大料理の区分法で地域区分を行う。

②地図帳の主題図を用いて、位置や

地形、気温、降水量などの自然条

件に着目する。

③地図帳の主題図を用いて、人口、

産業、経済などの社会条件に着目

する。

④中国を地域区分する際の視点を考

え、南北と海岸部・内陸部で区分

できることを振り返る。

３　評価

　地図を有効に活用したり、自分

の解釈を加えて事象を説明したり

するなど、地域調査の視点や方法

を見付けることができたか。

本時の流れ

導　入「あなたの好きな中国料理を挙げてく

ださい」

・生徒の挙げた料理を、四大料理の

区分法で地域区分する。

めあて「中国料理の地域による違いを調べよう」

展開１「それぞれの料理の特徴を説明しよう」

・グループで四大料理の一つを担当し、

食材や味の特徴を調べて発表する。

展開２「違いが生まれた原因を調べよう」

・トレーシングペーパーを使って地

図帳の主題図をトレースし、他の

主題図と重ねて調べる。

発　問「中国を南北に分けてみよう」

・地形、気温、降水量に着目して区

分する。

発問「海岸部と内陸部の違いを見つけよう」

・人口、産業、経済に着目して区分

する。

まとめ「中国はどのように地域区分したらよ

いのだろうか」

・自然条件、社会条件で区分できる

ことを確認する。

図２　板書型指導案の実例
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４．板書型指導案からわかる学校現場における状況

　学校現場では、実際にどのような板書型指導案が作成されているのであろうか。ここでは、山口県教育庁

義務教育課が作成した「授業づくり拠点校研修会　事例集」平成25・26・27年度の３カ年を分析資料として

検討する４）。

　この事例集は、山口県教育委員会主催の「授業づくり拠点校」研修会の実践事例をまとめたものである。

授業づくり拠点校は、山口県内を大きく７地域に分け、各地域で、小学校の国語、算数、中学校の国語、数

学、理科の５つの授業を公開しており、毎年県内で合計35校が指定された。

本事例集は、Webページでも公開されており、公開授業の板書型指導案、授業の実際、研究協議の内容、考

察等が記載されている。掲載された板書型指導案は、３カ年の合計で124事例あり、これだけまとまった数

で公開されているものは、現時点では本事例集が唯一である。

　この124枚の板書型指導案を対象として、①「学習課題の具体性」、②「発問」、③「予想される児童生

徒の反応や発言」、④「授業のまとめ」の４つの観点について、指導案上にどのように記載されているかを、

教科別、学年別に整理したものが後掲図８、図９の板書型指導案整理表である。この整理表をもとに、板書

型指導案からわかる、山口県内の学校現場の状況を分析する。

４－１　学習課題の具体性

　本事例集に掲載された124枚の板書型指導案で

は、全ての指導案で、本時の学習課題が板書上

に明記されている。学校によっては、「めあて」

「ねらい」「課題」などの用語を使用しているが、

いずれも授業の早い段階で、本時を貫く学習課題

が提示され、板書されていることがわかる。

　従来型の指導案の場合、学習課題を示すことは

記載されているものの、実際に児童生徒にどのよ

うな言葉で示すのかが、必ずしも明記されていな

いものもある。板書型指導案の場合、その文言が

板書上に明記されているため、学習課題の具体性

について検討することができる。以下に、検討結果を示す。

　学習課題の具体性とは、その課題が「一般的なものか」、それとも「本時に提示された教材特有の課題か」

を指している。例えば、一般的な課題とは、「わかりやすく伝えるための工夫を考えよう」といった課題で

あり、教材特有の課題とは、教材「ごんぎつね」において、「ごんをうってかけよる兵十は、どんなことを

考えたか」といったものである。

　課題が一般的な場合、教員側にとっては教えたい指導内容を明確に提示できる反面、児童生徒側からは

「どこから手を付けてよいのかわからない」といった問題が生じる。一方、課題が教材特有の場合、児童生

徒の学習意欲は高まるが、教材の本質に迫ろうとする際には、さらなる中心発問が必要となる。

　124事例を分類した結果、全体の86％にあたる107事例が、具体的な課題となっている（図３）。特に、算

数・数学の小学校中学年以上で、具体的な学習課題が提示される割合が、90％以上の高率となっている。

　実際に板書された「めあて」の文だけを一覧で読んでみると、具体的な課題のほうが、児童生徒の学習意

欲が高まることが予想される。現在、山口県内の学校現場では、授業の導入段階で「めあて」を提示し、見

通しをもって授業を進めるという指導が概ね普及している。今後は、学習課題を、教材に即してどこまで具

体化し、どのような文言で板書するのかが課題とされるだろう。

４－２　発問

　児童生徒に主体的な学習活動を促すためには、発問の検討が欠かせない。本事例集に掲載された124事例

のうち、発問が記載されたものは、全体の46％にあたる57事例である。教科別に見ると、国語53％、算数・

数学34％、中学校理科52％である（図４）。

　板書型指導案では、吹き出し等の枠を使って、発問を明示できるよう工夫されている。このような枠が

図３　学習課題の具体性
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あっても、なお、発問記載率が50％以下という現状は、

学習課題と発問が同じであるためわざわざ記載しなかっ

た場合や授業計画の段階で、発問を想定することが難し

い場合があると考えられる。

　実際、発問は授業展開の中で児童生徒の発言や反応に

応じて、柔軟に変更されるべきであり、また、中心とな

る発問に加え、補助発問によってきめ細かく児童生徒の

思考を揺さぶる必要もある。しかし、当初予想していた

発問が、授業の中でどのように変更されたのかを検証す

るためにも、指導案に発問を明示することは大切であ

る。その意味では、板書型指導案によって、50％近くまで発問が明示されたことで、授業検討の素材が提供

されたと考えることもできる。

４－３　予想される児童生徒の反応・発言

　児童生徒の反応や発言を予想し、板書上に記載した割

合は、全体の57％に当たる71事例である。教科別に見る

と、国語61％、算数・数学68％、中学校理科19％である

（図５）。

　算数・数学で記載率が高いのは、反応がある程度類型

化でき、それぞれの反応に応じて指導の手立てを計画す

るためと考えられる。一方、中学校理科で記載率が低い

のは、たくさんの学習内容を確実に押さえたり、実験等

の結果を板書して端的にまとめたりするためと考えら

れる。しかしながら、記載率が全体でも57％であるこ

とは、板書が教員の教えたい指導事項を視覚化することを中心に用いられているという実態を反映している

とも考えられる。

　近年、授業において、グループワークや話し合いを行って、班ごとにホワイトボードにまとめ、黒板に

貼って意見を発表する形式の授業展開が見られるようになってきた。こうした授業構想の場合、板書計画に、

ホワイトボードの枠だけが班の数ほど描かれ、その内容は空白となっていて、児童生徒が実際に書いてみる

までわからないといったものも見られる。本稿では、こうしたホワイトボードの枠のみの記載事例について

は、予想される児童生徒の反応の記載がないものとして分類している。

　一方では、児童生徒がホワイトボードに記入するであろうことをあらかじめ予想し、記入する板書計画も

みられる。それをもとに、児童生徒の意見を整理・分類したり、対立点を明確にしたりして、新たな見方や

考え方に高めようとしている。

　今後、アクティブ・ラーニングの導入が進められることを想定すれば、授業中に、単に話し合いの場面を

設定するだけでなく、児童生徒の発言や反応を予想して、協働的で深い学びへと導くことが求められる。そ

の際、児童生徒が記入するであろうホワイトボードの記入内容に即して、分類したり関連付けたりするなど

の計画を、授業構想に盛り込むことが求められるのではないだろうか。

４－４　授業のまとめ

　授業の終末では、児童生徒自身が、本時の学習を振り返って、「今日の授業でわかったこと」「今日のポ

イント」などのまとめをすることが効果的とされている。

その記載率は、全体の52％にあたる64事例である。教科別に見ると、国語35％、算数・数学64％、理科62％

である（図６）。

　特に、算数・数学においては、学年進行に従って記載率が上昇しており、小学校低学年50％、中学年57％、

高学年58％、中学校72％となっている。算数・数学のような、学習内容の系統性が求められる教科では、１

時間ごとに習得した知識・技能や、見方・考え方を確認し、確実に積み上げていく必要から、まとめの記載

が行われていると考えられる。

図４　発問の記載

図５　予想される児童生徒の反応・発言の記載
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　一方で、国語においては、小学校低学年では０％、

中学年29％、高学年47％、中学校38％となってお

り、記載率は必ずしも高くはない。授業終末における、

「今日わかったこと」は、個人内の思考であり、全体

で共有したり、確認したりするものではないとの認識

があるとも考えられる。国語の教科として身に付ける

べき言語能力やコミュニケーション能力を、授業終末

にどのように確認するかが今後の課題である。

４－５　取組の推移

　以上、４つの観点で板書型指導案を検討してきた。

４観点を合計した３カ年の出現率の変化を見ると、ほ

とんど変化なく、60％前後で推移している（図７）。

　指導案上から読み取ることができることは、授業に

おける「ねらい、発問、児童生徒の反応、まとめ」な

どの具体的な要素の記述が、全体の６割程度に留まっ

ていることである。

　これらの内容については、教員自身の中では当然想

定されており、間接的に文章中に記載されているもの

もある。しかし、それが児童生徒に確実に伝わるため

には、指導案上に明記され、客観的に検討される必要

がある。

４－６　板書型指導案から見た学校現場

　板書型指導案は、記載事項をできるだけ絞り込み、なおかつ具体的内容を視覚的に示す上で、効果的な指

導案形式と言える。その形式を用いても、なお、具体的記載の出現率が６割前後であるという事実は、今後

の授業研究に一石を投じる結果だとも言える。

　実際に、授業後の板書を写真に撮って比較すれば明白であるが、当初は予想しなかった児童生徒の発言が

書き込まれたり、書く予定だったまとめが変更されたりすることはよくあることである。また、予定した発

問が子どもたちに理解されにくいと感じて、別の問い方に改めることもよくある。

　このような、当初想定した授業構想と現実のずれを授業者本人が確認し、また参観者と共有するためには、

指導案の中に、できるだけ具体的な要素を記入することが大切である。

　「板書型指導案では、授業計画がよく見えてこない」という声を聞くことがある。板書型指導案は、従来

型の指導案より物理的に文章量が少なく、説明しきれない部分があることは事実であり、読み手が意図を

もって読み込むことが必要となる。しかし、重要なことは、記載要素を絞り込んでいったとき、これまで文

章で曖昧に記述していたことがそぎ落とされ、結果として、必要な要素が十分に盛り込まれていなかったこ

とに気付くことである。「板書型指導案の形式だから授業が見えない」のではなく、板書型指導案に仕立て

ることによって、授業構想のあいまいさが明白になった、と捉えることができるのではないだろうか。

　板書型指導案という選択は、単に指導案作成の負担を軽減するという業務改善以上に、授業の構成要素を

絞り込み、校種、学年、教科を越えて指導方法とその効果を検証するといった、授業改善の本質に迫る取組

であると考えることができる。

図６　まとめの記載

図７　４観点の出現率の推移
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図８　板書型指導案整理表（小学校）
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図９　板書型指導案整理表（中学校）
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おわりに

　山口県では、全国学力・学習状況調査において、実施直後の平成19、20年度には、小学校で全国平均を大

きく下回った状況であったものの、平成25年度以降は、国語、算数の全区分で全国平均を継続して上回って

いる。こうした成果を上げてきた要因として、学習指導や学力向上の取組を、学校現場と県・市町教育委員

会が密接に連携して進めてきたことは、大きな特色であると言える。

　学力向上の取組にあたっては、日々の授業改善が最も大切であることはいうまでもない。板書型指導案は、

そのための重要なアイテムであり、日常的な教材研究、校内研修、初任者研修、県・市町教育委員会の学校

訪問など、様々な研修場面で活用されてきている。

　最後に、板書型指導案を活用した授業改善について、今後の方向性を述べたい。

　板書型指導案の目的の一つは、「授業の可視化」である。今後、電子黒板やプレゼンテーションソフトを

使って教材を提示し、タブレット端末を使って意見交換をする時代を迎え、授業では、これまで以上に多く

の情報が提供されるだろう。また、授業にアクティブ・ラーニングが取り入れられることにより、児童生徒

の主体的な学習場面が増加すると、そこで行われる話し合いを予想し、これをもとにまとめたり高めたりす

る必要が生じるだろう。これらを整理・統合するために、授業の諸要素を図解したものが板書である。板書

計画は、学習に必要な諸要素の配列や時間配分を可視化したものであり、物理的な黒板の有無の問題ではな

い。その意味で、板書はカリキュラム・マネージメントの最小単位であるとも言える。

　従って、教員が児童生徒に働きかける言葉をどのように選ぶか、子どもたちはどのように反応するのか、

これを受けて、どのようにまとめ高めていくのかが、具体的に記載され、検証されなければならない。

　さらに、板書型指導案のもう一つの目的は、「指導技術の共有化」である。教員同士が磨き合う研修の場

面に板書を置くことで、校種、教科、学年を越えて指導技術の情報を共有することができる。一人ひとりの

教員がもつ優れた指導のノウハウをワンペーパーで共有できるという意味で、板書型指導案は授業改善の重

要なツールである。

　板書型指導案の提案者である板倉氏は、「分かりやすい板書型指導案を作成するには、教師の高い思考力

や判断力が求められる。教師（特に、若い教師）に付けたい力は、授業を組み立てる『思考力』や、公開授

業で鍛えていく『判断力』、授業のイメージを他の教師に伝える『表現力』だと考えている。子どもの『思

考力・判断力・表現力』を高めるには、教師自身も同様の力を高めなければならない。教師が共同的に研修

することによって子どもたちの学びも共同的になると期待している。」と述べている。世代交代により、多

くの若手教員が現場で活躍する今日、ベテランや中堅教員の指導技術を継承・発展させるためにも、板書型

指導案の活用が求められている。

　板書型指導案の活用により、授業における今日的な課題解決が進むことを期待したい。
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